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◎
稚
心
を
去
る

　　

稚
心
と
は
、
を
さ
な
心
と
云
事
に
て
、
俗
に
い
ふ
わ
ら
べ
し
き
こ
と
也
、
茶
菜

の
類
の
い
ま
だ
熟
せ
ざ
る
を
も
稚
と
い
ふ
、
稚
と
は
す
べ
て
水
く
さ
き
処
あ
り
て

物
の
熟
し
て
旨
き
味
の
な
き
を
申
也
、
何
に
よ
ら
ず
稚
と
い
ふ
こ
と
を
離
れ
ぬ
間

は
、
物
の
成
り
揚
る
事
な
き
な
り
。

　

人
に
在
て
は
竹
馬
紙
鳶
打
毬
の
遊
び
を
好
み
、
或
は
石
を
投
げ
虫
を
捕
ふ
を
楽

み
、
或
は
糖
菓
蔬
菜
甘
旨
の
食
物
を
貪
り
、
怠
惰
安
佚
に
耽
り
、
父
母
の
目
を
竊

み
、
芸
業
職
務
を
懈
り
、
或
は
父
母
に
よ
り
か
ゝ
る
心
を
起
し
、
或
は
父
兄
の
厳

を
憚
り
て
、
兎
角
母
の
膝
下
に
近
づ
き
隠
る
ゝ
事
を
欲
す
る
類
ひ
、
皆
幼
童
の
水

く
さ
き
心
よ
り
起
る
こ
と
に
し
て
、
幼
登
の
間
は
強
て
責
る
に
足
ら
ね
ど
も
、
十

三
四
に
も
成
り
、
学
問
に
志
し
候
上
に
て
、
此
心
毛
ほ
ど
に
て
も
残
り
有
之
時
は
、

何
事
も
上
達
致
さ
ず
、
迚
も
天
下
の
大
豪
傑
と
成
る
事
は
叶
は
ぬ
物
に
て
候
。

　

源
平
の
こ
ろ
、
並
に
元
亀
天
正
の
間
ま
で
は
、
随
分
十
二
三
歳
に
て
母
に
訣
れ
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父
に
暇
乞
し
て
、
初
陣
な
ど
致
し
、
手
柄
功
名
を
顕
し
候
人
物
も
有
之
候
、
此
等

は
み
な
稚
心
な
き
故
な
り
、
も
し
稚
心
あ
ら
ば
親
の
臂
の
下
よ
り
一
寸
も
離
れ
候

事
は
相
成
申
間
敷
、
ま
し
て
手
柄
功
名
の
立
つ
べ
き
よ
し
は
こ
れ
な
き
義
な
り
、

且
又
稚
心
の
害
あ
る
訳
は
、
稚
心
を
除
か
ぬ
時
は
、
士
気
振
は
ぬ
も
の
に
て
、
い

つ
ま
で
も
腰
抜
士
に
な
り
候
も
の
に
て
候
、
故
に
余
稚
心
を
去
る
を
以
て
士
の
道

に
入
る
始
と
存
候
な
り
。

　
◎
振
気

　　

気
と
は
、
人
に
負
ぬ
心
立
あ
り
て
、
恥
辱
の
こ
と
を
無
念
に
思
ふ
処
よ
り
起
る

意
地
張
の
事
也
、
振
と
は
、
折
角
自
分
と
心
を
と
ゞ
め
て
、
振
立
振
起
し
、
心
の

な
ま
り
油
断
せ
ぬ
様
に
致
す
義
な
り
、
此
気
は
生
あ
る
者
に
は
み
な
あ
る
者
に
て
、

禽
獣
に
さ
へ
こ
れ
あ
り
て
、
禽
獣
に
て
も
甚
し
く
気
の
立
た
る
時
は
、
人
を
害
し

人
を
苦
し
む
る
こ
と
あ
り
、
ま
し
て
人
に
於
て
を
や
。
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人
の
中
に
て
も
士
は
一
番
此
気
強
く
有
之
故
、
世
俗
に
こ
れ
を
士
気
と
唱
へ
、

い
か
ほ
ど
年
若
な
者
に
て
も
、
両
刀
を
帯
し
た
る
者
に
、
不
礼
を
不
致
は
、
此
士

気
に
畏
れ
候
事
に
て
、
其
人
の
武
芸
や
力
量
や
位
職
の
み
に
畏
れ
候
に
て
は
こ
れ

な
し
、
然
る
処
太
平
久
敷
打
続
、
士
風
柔
弱
佞
媚
に
陥
り
、
武
門
に
生
れ
な
が
ら

武
道
を
亡
却
致
し
、
位
を
望
み
、
女
色
を
好
み
、
利
に
走
り
、
勢
に
附
く
事
の
み
に

ふ
け
り
候
処
よ
り
、
右
の
人
に
負
け
ぬ
、
恥
辱
の
こ
と
は
堪
へ
ず
と
申
す
、
雄
々

し
さ
丈
夫
の
心
、
く
だ
け
な
ま
り
て
、
腰
に
こ
そ
両
刀
を
帯
す
れ
、
太
物
包
を
か

づ
き
た
る
商
人
、
樽
を
荷
ひ
た
る
樽
ひ
ろ
ひ
よ
り
も
お
と
り
て
、
纔
に
雷
の
声
を

聞
き
、
犬
の
吠
ゆ
る
を
聞
て
も
、
郤
歩
す
る
事
と
は
成
に
け
り
、
偖
々
可
嘆
之
至

に
こ
そ
。

　　

し
か
る
に
今
の
世
に
も
猶
未
だ
士
を
貴
び
、
町
人
百
姓
抔
御
士
様
と
申
唱
る
は
、

全
く
士
の
士
た
る
処
を
貴
び
候
に
て
無
之
、
我
。

　

君
の
御
威
光
に
畏
服
致
し
居
候
故
、
無
拠
貌
の
み
を
敬
ひ
候
こ
と
な
り
、
其
証

拠
は
、
む
か
し
の
士
は
、
平
常
は
鋤
鍬
持
、
土
く
じ
り
致
し
居
候
共
、
不
断
に
恥
辱
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を
知
り
、
人
の
下
に
屈
せ
ず
、
心
逞
し
き
者
ゆ
へ
、
ま
さ
か
事
有
る
と
き
は
、
吾

　

大
御
帝
、
或
は
将
軍
家
抔
よ
り
、
募
り
召
寄
せ
ら
れ
候
へ
ば
、
忽
ち
鋤
鍬
打
擲

て
、
物
具
を
帯
し
て
、
千
百
人
の
長
と
な
り
、
虎
の
如
く
狼
の
如
き
軍
兵
ば
ら
を

指
揮
し
て
、
臂
の
指
を
使
ふ
ご
と
く
致
し
、
事
成
れ
ば
芳
名
を
青
史
に
垂
れ
、
事

敗
る
れ
ば
、
屍
を
原
野
に
暴
し
、
富
貴
利
達
、
死
生
患
難
を
以
て
其
心
を
か
へ
申

さ
ぬ
、
大
勇
猛
大
剛
強
の
処
有
之
ゆ
ゑ
、
人
々
其
心
に
感
じ
、
其
義
勇
に
畏
候
へ

ど
も
。　

今
の
士
は
勇
は
な
し
、
義
は
薄
し
、
諜
略
は
足
ら
ず
、
迚
も
千
兵
万
馬

の
中
に
切
り
入
り
、
縦
横
無
碍
に
駆
廻
る
事
は
か
な
ふ
ま
じ
、
況
ん
や
帷
幄
の
内

に
在
て
、
運
籌
決
勝
之
大
勲
は
望
む
べ
き
所
に
あ
ら
ず
、
さ
す
れ
ば
若
し
腰
の
両

刀
を
奪
ひ
取
候
へ
ば
、
其
心
立
其
分
別
尽
く
町
人
百
姓
の
上
に
は
出
申
ま
じ
、
百

姓
は
平
生
骨
折
を
致
し
居
、
町
人
は
常
に
職
業
渡
世
に
心
を
用
ひ
居
候
ゆ
へ
、
今

若
し
天
下
に
事
あ
ら
ば
、
手
柄
功
名
は
却
て
町
人
百
姓
よ
り
出
で
、
福
島
左
衛
門

大
夫
、
片
桐
助
作
、
井
伊
直
政
、
本
多
忠
勝
等
が
ご
と
き
者
は
、
士
よ
り
は
出
申

さ
ゞ
る
べ
き
か
と
思
は
れ
、
誠
に
嘆
か
は
し
く
存
る
。
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箇
様
に
覚
の
な
き
も
の
に
、
高
禄
重
位
を
被
下
、
平
生
安
楽
に
被
成
置
候
は
、

偖
々
君
恩
の
ほ
ど
男
す
限
り
な
き
こ
と
、
辞
に
は
尽
し
が
た
し
、
其
御
高
恩
を
蒙

り
な
が
ら
、
不
覚
の
士
の
み
に
て
、
ま
さ
か
の
と
き
に
、
我
君
の
恥
辱
を
さ
せ
ま

し
候
て
は
、
返
す
返
す
恐
入
候
次
第
に
て
、
実
に
寐
て
も
目
も
合
は
ず
、
喰
て
も

食
の
咽
に
通
る
べ
き
筈
に
あ
ら
ず
。

　　

こ
と
さ
ら
我
先
祖
は
国
家
へ
奉
対
、
聊
の
功
も
可
有
之
候
得
ど
も
、
其
後
の
代
々

に
至
り
て
は
、
皆
々
手
柄
な
し
に
恩
禄
に
浴
し
居
候
義
に
候
へ
ば
、
吾
々
共
聊
に

て
も
学
問
の
筋
心
掛
け
、
忠
義
の
片
端
も
小
耳
に
挟
み
候
上
は
、
何
と
ぞ
一
生
の

中
に
粉
骨
砕
身
し
て
、
露
滴
ほ
ど
に
て
も
御
恩
に
報
い
度
事
に
て
候
、
此
忠
義
の

心
を
撓
ま
さ
ず
引
立
、
後
還
り
致
さ
ぬ
様
に
致
候
は
、
全
く
右
の
士
気
を
引
立
振

起
し
、
人
の
下
に
安
ぜ
ぬ
と
申
す
事
を
忘
れ
ぬ
こ
と
、
肝
要
に
候
、
乍
去
只
此
気
の

振
立
候
而
已
に
て
、
志
立
ぬ
時
は
、
折
節
氷
の
解
け
酔
の
さ
む
る
如
く
、
後
還
り

致
す
事
有
之
者
に
候
、
故
に
気
一
旦
振
立
候
へ
ば
、
方
に
志
立
候
事
甚
大
切
な
り
。
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◎
立
志

　　

志
と
は
、
心
の
ゆ
く
所
に
し
て
、
我
こ
こ
ろ
の
向
ひ
趣
き
候
処
を
い
ふ
、
士
に

生
て
、
忠
孝
の
心
な
き
者
は
な
し
、
忠
孝
の
心
有
之
候
て
、
我
君
は
御
大
事
に
て
、

我
親
は
大
切
な
る
者
と
申
す
事
、
聊
に
て
も
合
点
ゆ
き
候
へ
ば
、
必
ず
我
身
を
愛

重
し
て
、
何
と
ぞ
我
こ
そ
弓
馬
文
学
の
道
に
達
し
、
古
代
の
聖
賢
君
子
英
雄
豪
傑

の
如
く
相
成
り
、
君
の
御
為
を
働
き
、
天
下
国
歌
の
御
利
益
に
も
相
成
候
大
業
を

起
し
、
親
の
名
ま
で
揚
て
、
酔
生
夢
死
の
者
に
は
な
る
ま
じ
と
、
直
に
思
付
候
者

に
て
、
此
即
志
の
発
す
る
所
也
、
志
を
立
る
と
き
は
、
此
心
の
向
ふ
所
を
急
度
相

定
、
一
度
右
の
如
く
、
思
詰
候
へ
ば
、
弥
切
に
其
向
き
を
立
て
、
常
々
其
心
持
を

失
は
ぬ
様
に
持
こ
た
へ
候
事
に
て
候
。

　

凡
志
と
申
は
、
書
物
に
て
大
に
発
明
致
し
候
か
、
或
は
師
友
の
講
究
に
依
り
候

か
、
或
は
自
分
患
難
憂
苦
に
迫
り
候
か
、
或
は
憤
発
激
励
致
し
候
歟
の
処
よ
り
、

立
ち
定
り
候
者
に
て
、
平
生
安
楽
無
事
に
致
し
居
り
、
心
の
た
る
み
居
候
時
に
立

事
は
な
し
。
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志
な
き
者
は
魂
な
き
虫
に
同
じ
、
何
時
迄
立
ち
候
て
も
、
丈
け
の
の
ぶ
る
事
な

し
、
志
一
度
相
立
候
へ
ば
、
其
以
後
は
日
夜
逐
々
成
長
致
し
行
き
候
者
に
て
、
萌
芽

の
草
に
膏
壌
を
あ
た
へ
た
る
が
ご
と
し
、
古
よ
り
伐
傑
の
士
と
申
候
ん
と
て
、
目

四
ツ
口
二
ツ
有
之
に
て
は
な
し
、
皆
其
志
大
な
る
と
逞
し
き
と
に
よ
り
、
遂
に
は

天
下
に
大
名
を
揚
候
な
り
、
世
上
の
人
多
く
碌
々
に
て
相
果
候
は
他
に
非
ず
、
其

志
太
く
逞
し
か
ら
ぬ
故
な
り
。

　　

志
立
た
る
者
は
、
恰
も
江
戸
立
を
定
め
た
る
人
の
如
し
、
今
朝
一
度
御
城
下
に

踏
出
し
候
へ
ば
、
今
晩
は
今
荘
、
明
夜
は
木
の
本
と
申
す
様
に
、
逐
々
先
へ
先
へ

と
進
み
行
申
候
者
也
、
譬
ば
聖
賢
豪
傑
の
地
位
は
江
戸
の
如
し
、
今
日
聖
賢
豪
傑

に
成
ら
ん
者
を
と
志
し
候
は
ゞ
、
明
日
明
後
日
と
、
段
々
に
其
聖
賢
豪
傑
に
似
合

ざ
る
処
を
取
去
り
候
へ
ば
、
如
何
程
段
短
才
劣
識
に
て
も
、
遂
に
は
聖
賢
豪
傑
に

至
ら
ぬ
と
申
す
理
は
こ
れ
な
し
、
丁
度
足
弱
な
者
で
も
、
一
度
江
戸
行
き
極
め
候

上
は
、
竟
に
は
江
戸
ま
で
到
着
す
る
と
同
じ
き
事
な
り
。
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偖
右
様
志
を
立
候
に
は
物
の
筋
多
く
な
る
こ
と
を
嫌
ひ
候
、
我
心
は
一
道
に
取

極
め
置
き
不
申
候
は
で
は
、
戸
じ
ま
り
な
き
家
の
番
す
る
ご
と
く
、
盗
や
犬
が
方
々

よ
り
忍
び
入
り
、
迚
も
我
一
人
に
て
は
、
番
は
出
来
ぬ
な
り
、
ま
だ
家
の
番
人
は

随
分
傭
人
も
出
来
候
得
共
、
心
の
番
人
は
傭
人
出
来
不
申
候
、
さ
す
れ
ば
自
分
の

心
を
一
筋
に
致
し
、
守
り
よ
く
す
べ
き
事
に
こ
そ
。

　　

兎
角
少
年
の
中
は
、
人
々
の
な
す
事
致
す
事
に
、
目
が
ち
り
、
心
が
迷
ひ
候
て
、

人
が
詩
を
作
れ
ば
詩
、
文
を
か
け
ば
文
、
武
芸
と
て
も
、
朋
友
に
鎗
を
精
出
す
者

あ
れ
ば
、
我
今
日
ま
で
習
ひ
居
た
る
太
刀
業
を
止
て
、
鎗
と
申
す
様
に
成
り
度
き

も
の
に
て
、
こ
れ
は
正
覚
取
ら
ぬ
、
第
一
の
病
根
な
り
、
故
に
先
づ
我
知
識
聊
に

て
も
開
候
は
ば
、
篤
と
我
心
に
計
り
、
吾
所
向
所
為
を
さ
だ
め
、
其
上
に
て
師
に

つ
き
、
友
に
謀
り
、
吾
及
ば
ず
足
ら
は
ぬ
処
を
補
ひ
、
其
極
め
置
た
る
処
に
心
を

定
め
て
、
必
多
端
に
流
れ
て
、
多
岐
亡
羊
の
失
な
か
ら
ん
こ
と
、
願
は
し
く
候
、
凡

て
心
の
迷
ふ
は
、
心
の
幾
筋
に
も
分
れ
候
処
よ
り
起
り
候
事
に
て
、
心
の
紛
乱
致



啓発録 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　橋本左内

し
候
は
、
吾
志
未
だ
一
定
せ
ぬ
故
な
り
、
心
定
ま
ら
ず
心
収
ま
ら
ず
し
て
は
、
聖

賢
豪
傑
に
は
成
ら
れ
ぬ
も
の
に
て
候
。

　

何
分
志
を
立
る
近
道
は
、
経
書
又
は
歴
史
の
中
に
て
、
吾
心
に
大
に
感
徹
致
し

候
処
を
書
抜
き
、
壁
に
貼
し
置
き
候
か
、
又
は
扇
抔
に
認
め
置
き
、
日
夜
朝
暮
夫

を
認
め
咏
め
、
吾
身
を
省
察
し
て
、
其
不
及
を
勉
め
、
其
進
を
楽
み
居
り
候
事
、
肝

要
に
し
て
、
志
既
に
立
候
時
は
、
学
を
勉
む
る
事
な
け
れ
ば
、
志
弥
ふ
と
く
逞
く

な
ら
ず
し
て
、
動
も
す
れ
ば
聡
明
は
前
時
よ
り
減
じ
、
道
徳
は
初
の
心
に
慚
る
様

に
成
り
行
く
も
の
に
て
候
。

　
◎
勉
学

　　

学
と
は
、
な
ら
ふ
と
申
す
事
に
て
、
総
て
よ
き
人
す
ぐ
れ
た
る
人
の
善
き
行
ひ
、

善
き
事
業
を
迹
付
し
て
、
習
ひ
参
る
を
い
ふ
。
故
に
忠
義
孝
行
の
事
を
見
て
は
、

直
に
其
人
の
忠
義
孝
行
の
所
為
を
慕
ひ
傚
ひ
、
吾
も
急
度
其
人
の
忠
義
孝
行
に
負

け
ず
劣
ら
ず
、
勉
め
行
き
候
事
、
学
の
第
一
義
な
り
、
然
る
に
後
世
に
至
り
、
宇
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義
を
誤
り
、
詩
文
や
読
書
を
学
と
心
得
候
は
、
笑
か
し
き
事
ど
も
な
り
。

　　

詩
文
や
読
書
は
、
右
学
問
の
具
と
申
す
も
の
に
て
、
刀
●
（
キ
ヘ
ン
＋
「
覇
」）

鞘
や
、
二
階
梯
の
如
き
も
の
な
り
、
詩
文
読
書
を
学
問
と
心
得
候
は
、
恰
も
柄
鞘

を
刀
と
心
得
、
階
梯
を
二
階
と
存
候
と
同
じ
、
浅
鹵
粗
麁
の
至
り
に
候
。

　　

学
と
申
す
は
、
忠
孝
の
筋
と
文
武
の
業
と
よ
り
外
に
は
無
之
、
君
に
忠
を
竭
し
、

親
に
孝
を
尽
す
の
直
心
を
以
て
、
文
武
の
事
を
骨
折
勉
強
致
し
、
御
治
世
の
時
に

は
、
御
側
に
被
召
使
候
へ
ば
、
君
の
御
過
を
補
ひ
匡
し
、
御
徳
を
弥
増
に
盛
ん
に

な
し
奉
り
、
御
役
人
と
成
り
候
時
は
、
其
役
所
役
所
の
事
、
首
尾
能
取
修
め
、
依

怙
贔
屓
不
致
、
賄
賂
請
謁
を
不
受
、
公
平
廉
直
に
し
て
、
其
一
局
何
れ
も
其
威
に

畏
れ
、
其
徳
に
懐
き
候
程
の
仕
わ
ざ
を
な
し
可
申
義
を
、
平
世
に
心
掛
け
居
り
、

不
幸
に
し
て
乱
世
に
逢
ひ
候
は
ば
、
各
々
我
居
場
所
の
任
を
果
し
て
寇
賊
を
討
平

げ
、
禍
乱
を
克
定
め
可
申
、
或
は
太
刀
鎗
の
功
名
、
組
打
の
手
柄
致
し
、
或
は
陣

屋
の
中
に
あ
り
て
、
謀
略
を
賛
画
し
て
、
敵
を
鏖
に
し
、
或
は
兵
糧
小
荷
駄
の
奉
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行
と
な
り
て
、
万
兵
の
飢
渇
不
致
、
兵
力
の
不
減
様
に
心
配
致
し
候
事
抔
、
兼
々

修
練
可
致
義
に
侯
、
此
等
の
事
を
致
し
候
に
は
、
胸
に
古
今
を
包
み
、
腹
に
形
勢

機
略
を
諳
し
蔵
め
居
ら
ず
し
て
は
、
叶
は
ぬ
事
共
多
く
候
へ
ば
、
学
問
を
専
務
と

し
て
勉
め
行
ふ
べ
き
は
、
読
書
し
て
吾
知
識
を
明
か
に
致
し
、
吾
心
胆
を
練
り
候

事
肝
要
に
候
。

　

然
る
処
、
年
少
の
間
は
兎
角
打
続
き
業
に
就
き
居
候
事
を
厭
ひ
、
忽
読
忽
廃
し
、

忽
習
文
講
武
と
い
ふ
様
に
、
暫
く
宛
に
て
倦
怠
致
す
も
の
な
り
、
此
甚
だ
不
宜
、

勉
と
申
す
は
、
力
を
推
究
め
、
打
続
き
推
遂
候
処
の
気
味
有
之
字
に
て
、
何
分
久

を
積
み
、
思
を
詰
不
申
候
は
で
は
、
万
事
功
は
見
え
不
申
候
、
ま
し
て
学
問
は
物

の
理
を
説
、
筋
を
明
か
に
す
る
義
に
候
へ
ば
、
右
の
如
く
軽
忽
粗
麁
の
致
し
方
に

て
、
真
の
道
義
は
見
え
不
申
、
中
々
有
用
実
着
の
学
問
に
は
な
り
申
さ
ぬ
な
り
、

且
又
世
間
に
は
愚
俗
多
く
候
故
、
学
問
を
致
し
候
と
、
兎
角
驕
謾
の
心
起
り
、
浮

調
子
に
成
て
、
或
は
功
名
富
貴
に
念
動
き
、
或
は
才
気
聡
明
に
伐
り
度
病
、
折
々

出
来
候
も
の
に
て
候
、
こ
れ
を
自
ら
慎
み
可
申
は
勿
論
に
候
へ
ど
も
、
茲
に
は
良

友
の
規
箴
至
て
肝
要
に
候
間
、
何
分
交
友
を
択
み
、
君
仁
を
輔
け
、
吾
徳
を
足
し
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候
工
夫
可
有
之
候
。

　
◎
朋
友
を
択
ぶ

　　

交
友
は
、
吾
連
朋
友
の
事
に
て
、
択
と
は
す
ぐ
り
出
す
意
な
り
、
吾
同
門
同
里

の
人
、
同
年
輩
の
人
、
吾
と
交
り
く
れ
候
へ
ば
、
何
れ
も
大
切
に
す
べ
し
、
乍
去

其
中
に
損
友
益
友
候
へ
ば
、
則
択
と
申
す
為
肝
要
な
り
、
損
友
は
、
吾
に
得
た
る

道
を
以
て
、
其
人
の
不
正
の
事
を
矯
正
し
可
遣
、
益
友
は
、
君
よ
り
親
み
を
求
め
、

車
を
詢
り
、
常
に
兄
弟
の
如
く
す
べ
し
、
世
の
中
に
益
友
ほ
ど
難
有
難
得
者
は
な

く
候
間
、
一
人
に
て
も
有
之
ば
、
何
分
大
切
に
す
べ
し
。

　　

総
て
友
に
交
る
に
は
、
飲
食
歓
娯
の
上
に
て
附
合
、
遊
山
釣
魚
に
て
狎
合
は
不

宜
、
学
問
の
講
究
、
武
事
の
練
習
、
士
た
る
志
の
研
究
、
心
合
の
吟
味
よ
り
交
を

納
れ
可
申
事
に
候
、
飲
食
遊
山
に
て
狎
合
候
朋
友
は
、
其
平
生
は
腕
を
扼
り
肩
を

拍
ち
、
互
に
知
己
知
己
と
称
し
居
候
へ
共
、
無
事
の
時
、
吾
徳
を
補
ふ
に
足
ら
ず
、
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有
事
の
時
、
吾
危
難
を
救
ひ
く
れ
候
者
に
て
は
な
し
、
こ
れ
は
成
り
丈
屡
出
会
不

致
、
吾
身
を
厳
重
に
致
し
附
合
候
て
、
必
狎
昵
致
し
吾
道
を
褻
さ
ぬ
様
に
し
て
、

何
と
か
工
夫
を
凝
し
て
、
其
者
を
正
道
に
導
き
、
武
道
学
問
の
筋
に
勧
め
込
候
事
、

友
道
な
り
、
偖
益
友
と
申
す
は
、
兎
角
気
遣
な
物
に
て
、
折
々
不
面
白
事
有
之
候
、

夫
を
篤
と
了
簡
す
べ
し
、
益
友
の
吾
身
に
補
ひ
あ
る
は
、
全
く
其
気
遣
な
る
処
に

て
候
、
士
有
争
友
雖
無
道
不
失
令
名
と
申
す
こ
と
、
経
に
有
之
候
、
争
友
と
は
即

益
友
也
、
吾
過
を
告
知
ら
せ
、
我
を
規
弾
致
し
く
れ
候
て
こ
そ
、
吾
気
の
附
ぬ
処

の
落
も
欠
も
補
ひ
た
し
候
事
、
相
叶
候
な
り
、
若
右
の
益
友
の
異
見
を
嫌
ひ
候
時

は
、
天
子
諸
侯
に
し
て
諫
臣
を
御
疎
み
な
さ
れ
候
と
同
様
に
て
、
遂
に
は
刑
戮
に

も
罹
り
、
不
測
の
禍
を
も
招
く
事
あ
る
べ
き
な
り
。

　　

偕
て
益
友
の
見
立
方
は
、
其
人
剛
正
毅
直
な
る
か
、
温
良
篤
実
な
る
か
、
豪
壮

英
果
な
る
か
、
俊
邁
亮
明
な
る
か
、
濶
達
大
度
な
る
か
の
五
つ
に
出
で
ず
、
此
等

は
何
れ
も
気
遣
多
き
人
に
て
、
世
間
の
俗
人
ど
も
は
甚
し
く
厭
弃
致
し
居
候
者
な

り
、
役
損
友
は
、
佞
柔
善
媚
、
阿
諛
逢
迎
を
旨
と
し
て
、
浮
躁
弁
慧
、
軽
忽
粗
慢
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の
性
質
あ
る
者
な
り
、
此
は
何
れ
も
心
安
く
成
り
易
き
人
に
て
、
世
間
の
女
子
小

人
ど
も
、
其
才
智
や
人
品
を
誉
居
候
者
な
れ
ど
も
、
聖
賢
豪
傑
た
ら
ん
と
思
ふ
者

は
、
其
所
択
自
ら
在
る
所
あ
る
べ
し
。

　　

以
上
五
目
、
少
年
学
に
入
る
の
門
戸
と
こ
ゝ
ろ
え
、
書
聯
申
候
者
也
。

　　

右
余
厳
父
の
教
を
受
け
、
常
に
書
史
に
渉
り
候
処
、
性
質
疎
直
に
し
て
柔
慢
な

る
故
、
遂
に
進
学
の
期
な
き
様
に
存
じ
、
毎
夜
臥
衾
中
に
て
涕
泗
に
む
せ
び
、
何

と
ぞ
し
て
吾
身
を
立
て
、
父
母
の
名
顕
し
、
行
々
君
の
御
用
に
も
相
立
、
祖
先
の

遺
烈
を
世
に
耀
し
度
と
存
居
候
折
柄
、
遂
々
吾
身
に
解
得
致
し
候
事
ど
も
有
之
候

様
、
覚
申
す
に
付
、
聊
書
記
し
、
後
日
の
遺
亡
に
備
ふ
、
敢
て
人
に
示
す
処
に
あ

ら
ず
、
嗚
呼
如
何
せ
ん
。

　　

吾
身
刀
圭
の
家
に
生
れ
、
賤
技
に
局
々
と
し
て
、
吾
初
年
の
志
を
遂
る
事
を
不

得
を
、
然
れ
ど
も
所
業
は
此
に
在
り
て
も
、
所
志
は
彼
に
在
り
候
へ
ば
、
後
世
吾
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心
を
知
り
、
吾
志
を
憐
み
、
吾
道
を
信
ず
る
者
あ
ら
ん
歟
。

　　

嘉
永
戊
申
季
夏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
左
内
誌

　　　

右
啓
発
録
。
距
今
十
許
年
前
。
余
所
手
記
也
。
其
言
雖
浅
近
。
願
当
時
憤
●

（
リ
ッ
シ
ン
ベ
ン
＋
「
兆
」）
之
奮
且
●(調

ぢ
（
ガ
ン
ダ
レ
＋
「
萬
」）。
反
非
今
日

所
及
也
。
近
頃
偶
●
（
テ
ヘ
ン
＋
「
僉
」）
旧
簀
獲
之
。
因
浄
写
一
本
。
示
愛
友
子

秉
及
弟
持
卿
。
以
為
啓
発
地
。
嗚
呼
十
年
前
既
如
彼
。
而
今
日
如
此
。
則
自
今
十

年
之
後
。
其
将
何
如
乎
。
繙
閲
間
不
覚
赧
然
。

　

丁
巳
皐
月

　
　
　
　
　
　

景
岳
紀
識
時
年
二
十
又
四
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以
上
、
原
文
。

以
下
、
口
語
訳
。

　　　

稚
心
と
は
所
謂
を
さ
な
心
の
こ
と
で
、
俗
に
子
供
つ
ぽ
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

何
も
人
間
の
み
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
譬
へ
ば
果
実
、
野
菜
な
ど
で
も
未

だ
十
分
に
熟
し
な
い
間
を
稚
と
称
す
る
。
そ
れ
は
凡
て
水
く
さ
く
、
成
熟
し
た
本

来
の
味
を
具
へ
な
い
間
を
言
ふ
。
何
物
に
よ
ら
ず
、
こ
の
稚
を
離
れ
な
い
内
は
発

展
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　

人
間
も
勿
論
こ
れ
の
例
外
で
は
な
く
、
竹
馬
、
紙
鳶
、
打
毬
の
遊
び
な
ど
を
好

み
、
石
を
投
げ
た
り
虫
を
捕
へ
た
り
す
る
事
に
夢
中
と
な
り
、
或
は
何
の
種
類
に

関
せ
ず
口
当
り
の
甘
い
も
の
を
貪
り
、
勤
勉
す
る
気
な
く
父
母
の
目
を
盗
ん
で
自

己
の
修
業
を
怠
り
、
又
は
父
母
へ
の
依
頼
心
が
強
く
、
厳
格
な
父
兄
を
恐
れ
て
、

穏
和
な
母
の
膝
下
か
ら
離
れ
な
い
類
は
、
皆
少
年
の
水
く
さ
い
心
が
原
因
と
な
つ
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て
ゐ
る
。
こ
れ
も
余
り
に
年
齢
が
幼
な
け
れ
ば
止
む
を
得
な
い
と
許
さ
れ
も
し
よ

う
。
然
し
十
三
四
歳
に
も
な
り
、
学
問
に
志
し
た
後
に
も
こ
の
心
が
僅
か
で
も
残

つ
て
ゐ
る
な
ら
ば
、
何
事
も
上
達
せ
ず
、
と
て
も
天
下
の
大
豪
傑
な
ど
に
な
れ
る

筈
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

源
平
が
東
西
に
分
か
れ
て
覇
を
争
つ
た
時
、
ま
た
近
く
は
元
亀
、
天
正
の
頃
ま

で
は
、
十
二
三
歳
で
父
母
か
ら
離
別
し
て
初
陣
し
、
多
大
の
功
名
を
顕
は
し
て
天

下
に
名
を
挙
げ
た
人
物
も
少
な
く
は
な
い
。
こ
の
人
々
は
既
に
そ
の
頃
に
は
全
く

稚
心
を
去
つ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
つ
た
。
若
し
稚
心
が
残
つ
て
ゐ
れ
ば
、
親
の
下
か

ら
一
寸
も
離
れ
ら
れ
な
い
の
で
、
到
底
戦
場
の
功
名
な
ど
は
思
ひ
も
よ
ら
な
い
。

更
に
稚
心
の
害
を
挙
げ
る
と
、
こ
れ
を
除
か
な
け
れ
ば
絶
対
に
士
気
が
振
は
な
い

の
で
、
永
久
に
腰
抜
武
士
と
し
て
人
々
か
ら
軽
蔑
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
故

に
自
分
は
武
士
道
第
一
歩
の
心
得
と
し
て
、
稚
心
を
去
る
こ
と
を
主
張
す
る
。

　　

気
と
は
何
事
も
他
人
に
負
け
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
気
持
で
、
人
の
下
位
に
在

る
こ
と
を
こ
の
上
も
な
く
残
念
に
考
へ
る
と
こ
ろ
か
ら
発
す
る
。
所
謂
意
地
張
り
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に
外
な
ら
な
い
。
振
と
は
確
定
し
た
目
的
の
下
に
一
刻
も
油
断
な
く
、
心
の
緊
張

を
失
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
気
は
生
き
と
し
生
き
る
も
の
の
全
部
が
所
有
し
、

禽
獣
で
す
ら
も
相
当
に
持
つ
て
ゐ
る
。
非
常
に
気
の
立
つ
た
禽
獣
は
人
を
害
し
、

苦
し
め
る
場
合
が
あ
る
。
ま
し
て
人
間
は
気
の
持
方
一
つ
で
、
そ
の
人
を
如
何
な

る
地
位
に
も
達
せ
し
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

人
間
の
中
で
も
武
士
程
気
の
強
い
も
の
は
な
い
。
故
に
世
間
で
は
普
通
士
気
と

称
し
て
ゐ
る
。
一
般
の
人
々
が
、
如
何
に
若
年
で
あ
つ
て
も
両
刀
を
帯
び
た
者
に

無
礼
な
行
動
を
し
な
い
の
は
、
全
く
こ
の
士
気
を
畏
れ
る
か
ら
で
、
そ
の
人
の
武

芸
、
力
量
、
地
位
な
ど
を
考
慮
し
た
結
果
で
は
な
い
。
然
る
に
長
く
泰
平
が
続
く

に
従
つ
て
士
風
は
軟
弱
と
な
り
、
武
士
の
家
に
生
れ
な
が
ら
、
第
一
に
練
習
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
武
芸
一
般
の
修
業
を
怠
り
、
徒
ら
に
地
位
を
望
み
、
女
色
に
耽

り
、
利
に
走
り
、
権
力
者
に
附
く
事
の
み
に
汲
々
と
し
て
、
前
述
し
た
人
に
負
け

な
い
魂
、
恥
辱
を
死
よ
り
重
大
視
す
る
、
雄
々
し
い
武
士
精
神
が
全
然
失
は
れ
て

し
ま
つ
た
。
現
在
の
武
士
は
腰
に
大
小
こ
そ
帯
び
て
ゐ
る
も
の
の
、
大
風
呂
敷
を

坦
つ
た
商
人
、
樽
を
売
買
す
る
賤
し
い
人
々
よ
り
遥
か
に
気
力
の
点
で
は
劣
り
、
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聞
え
る
か
聞
え
な
い
程
の
雷
声
に
も
恐
れ
、
甚
だ
し
い
の
に
な
る
と
、
犬
の
吠
え

る
の
を
聞
い
て
も
跡
ず
さ
り
す
る
や
う
に
ま
で
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
実
に
甚
だ
し

い
変
化
で
、
而
も
悪
い
方
面
に
変
つ
た
も
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
れ
に
も
関
は
ら
ず
町
人
、
農
夫
な
ど
は
今
で
も
武
士
を
貴
ん
で
御
武
士
様
と

称
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
武
士
の
本
質
を
認
め
て
貴
ん
で
ゐ
る
の
で
は
な
く
、
全
く

我
君
の
御
威
光
に
畏
服
し
て
ゐ
る
の
で
、
止
む
を
得
ず
、
表
面
上
の
武
士
と
い
ふ

も
の
に
頭
を
下
げ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
昔
の
武
士
は
平
時
に
は
農
民
と
変
ら
ず
、

鋤
鍬
を
手
に
し
て
畠
で
働
い
て
ゐ
た
。
畠
で
労
働
す
る
点
は
農
民
と
少
し
も
変
り

は
な
い
が
、
心
の
持
方
に
於
て
全
然
そ
れ
と
は
異
り
、
常
に
恥
辱
の
何
た
る
か
を

知
り
、
人
の
下
位
に
立
つ
こ
と
を
欲
せ
ず
、
如
何
な
る
事
情
で
も
節
を
曲
げ
て
権

力
に
盲
従
す
る
こ
と
は
な
か
つ
た
。
こ
の
故
に
一
朝
事
が
起
つ
た
場
合
に
は
、
朝

廷
或
は
将
軍
家
か
ら
御
召
し
が
あ
り
次
第
、
直
ち
に
鋤
鍬
を
打
捨
て
て
武
具
に
身

を
堅
め
、
千
人
、
百
人
の
隊
長
と
な
つ
て
、
虎
狼
に
似
た
勇
士
ど
も
を
手
先
き
と

し
て
、
生
命
の
あ
ら
ん
限
り
斬
つ
て
斬
つ
て
斬
り
ま
く
り
、
成
功
す
れ
ば
歴
史
上

に
不
朽
の
名
を
増
し
、
武
運
つ
た
な
く
一
戦
に
破
れ
ゝ
ば
、
屍
を
原
野
に
曝
す
こ
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と
を
少
し
も
恐
れ
な
か
つ
た
。
こ
れ
程
の
勇
猛
心
は
富
貴
に
も
曲
げ
ず
、
死
の
前

に
も
躊
躇
し
な
か
つ
た
の
で
、
世
間
の
人
々
が
そ
の
心
に
感
じ
、
義
勇
に
畏
れ
て

心
服
し
、
武
士
を
尊
敬
し
た
の
で
あ
る
。

　

今
の
武
士
を
こ
れ
と
比
較
す
る
と
余
り
の
相
違
に
一
驚
を
喫
し
な
い
者
は
あ
る

ま
い
。
勇
気
が
な
く
、
義
理
に
は
薄
く
、
智
略
も
不
足
し
て
ゐ
る
と
す
れ
ば
、
千

軍
万
馬
の
中
に
斬
り
入
つ
て
、
四
辺
に
人
の
な
い
や
う
に
縦
横
に
馬
を
乗
り
廻
せ

と
言
ふ
方
が
無
理
な
の
で
も
あ
ら
う
。
ま
し
て
身
は
本
陣
に
在
つ
て
遠
慮
大
計
の

下
に
敵
を
鏖
に
す
る
程
の
才
能
は
決
し
て
望
め
る
も
の
で
は
な
い
。
故
に
結
局
、

現
在
の
武
士
は
町
人
、
農
夫
に
両
刀
を
帯
び
さ
せ
た
も
の
と
少
し
も
違
は
ず
、
寧

ろ
武
士
か
ら
両
刀
を
奪
へ
ば
、
か
の
町
人
、
農
夫
に
も
劣
る
者
が
ど
れ
程
居
る
か

わ
か
ら
な
い
と
言
つ
て
も
宜
し
い
。
農
夫
は
平
常
か
ら
労
働
に
慣
れ
て
ゐ
て
、
筋

肉
は
大
い
に
発
達
し
て
ゐ
る
。
町
人
も
汚
は
し
い
商
売
で
あ
る
が
、
利
の
方
面
に

並
々
な
ら
ぬ
苦
労
を
積
ん
で
ゐ
る
の
で
、
智
力
が
そ
れ
に
相
当
す
る
者
で
な
け
れ

ば
渡
世
は
出
来
な
い
。
今
若
し
天
下
に
事
が
起
つ
た
な
ら
ば
、
種
々
の
功
名
を
行

ふ
者
は
却
つ
て
農
夫
、
町
人
か
ら
出
て
、
第
二
の
福
島
左
衛
門
大
夫
、
片
桐
助
作
、
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井
伊
直
政
、
本
多
忠
勝
と
言
つ
た
人
々
は
、
現
在
の
武
士
か
ら
或
は
出
な
い
の
で

は
な
い
か
と
、
心
細
く
て
仕
方
が
な
い
。
こ
れ
と
言
ふ
の
も
今
の
武
士
が
余
り
士

気
に
欠
け
て
ゐ
る
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
程
そ
の
本
質
に
欠
け
て
ゐ
る
者
に
す
ら
、
平
常
か
ら
高
位
、
高
禄
を
賜
は

り
、
何
の
不
安
も
な
く
経
済
的
の
安
定
を
得
て
ゐ
ら
れ
る
の
は
、
限
り
な
い
君
恩

の
為
め
だ
か
ら
、
今
更
に
我
々
は
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
こ
れ
だ
け
の
御

高
恩
を
蒙
り
な
が
ら
も
臆
病
の
武
士
の
み
で
危
険
な
場
合
に
我
君
に
御
恥
辱
を
蒙

ら
せ
る
と
し
た
ら
、
実
に
何
と
も
申
訳
な
い
次
第
だ
と
言
は
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

こ
れ
を
考
へ
る
と
、
心
あ
る
武
士
は
床
に
つ
い
て
も
目
が
合
は
ず
、
物
を
食
し
て

も
味
を
知
ら
な
い
の
が
当
然
で
あ
る
。

　

現
在
我
々
が
今
書
い
た
通
り
の
御
恩
に
浴
し
て
ゐ
る
と
す
れ
は
、
我
々
の
先
祖

は
君
に
対
し
て
幾
分
で
も
功
労
が
あ
つ
た
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
の

後
代
々
無
為
徒
食
で
居
ら
れ
る
こ
と
を
思
へ
ば
、
僅
か
で
も
学
問
を
心
掛
け
、
忠

義
の
一
斑
を
も
小
耳
に
挟
ん
で
ゐ
る
我
我
は
、
如
何
に
し
て
も
一
生
涯
の
間
に
は
、

露
ほ
ど
の
忠
義
を
尽
し
、
御
恩
に
報
ゆ
る
目
的
で
一
切
の
艱
難
を
忍
ば
な
け
れ
ば
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な
ら
な
い
。
こ
の
忠
義
の
心
を
常
に
引
立
た
ゝ
せ
て
逆
行
し
な
い
為
め
に
は
、
前

述
し
た
士
気
を
忘
れ
ず
、
人
の
下
位
に
立
た
な
い
気
位
が
絶
対
に
必
要
で
あ
る
。

但
し
こ
ゝ
に
注
意
を
要
す
る
の
は
、
如
何
ほ
ど
士
気
が
立
つ
て
も
、
自
己
の
志
が

立
た
な
い
以
上
は
、
春
に
な
つ
て
結
氷
が
解
け
、
酒
の
酔
の
さ
め
る
や
う
に
、
本

人
の
努
力
に
も
関
は
ら
ず
、
士
気
は
失
は
れ
勝
ち
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
気

一
度
正
確
に
持
て
ば
、
次
に
志
を
立
て
る
の
が
甚
だ
大
切
と
な
る
。

　
志
と
は
心
の
赴
く
方
向
を
意
味
す
る
の
で
、
自
分
の
心
の
向
つ
て
行
く
点
に
つ
い

て
言
つ
た
も
の
で
あ
る
。
武
士
と
生
れ
て
忠
孝
の
心
が
な
い
者
は
一
人
も
な
い
。

忠
孝
の
心
が
あ
り
、
君
と
親
ほ
ど
大
切
な
も
の
は
な
い
と
合
点
が
行
つ
た
な
ら
ば
、

必
ず
自
重
し
て
如
何
に
し
て
も
弓
馬
、
文
学
の
道
で
名
を
揚
げ
、
古
来
の
聖
賢
、

君
子
、
英
雄
、
豪
傑
と
言
は
れ
る
人
々
の
仲
間
入
り
を
し
て
、
君
の
御
為
め
に
一

命
を
犠
牲
に
し
、
天
下
、
国
家
の
利
益
に
な
る
大
業
を
起
し
て
、
親
の
名
ま
で
を

揚
げ
、
こ
の
一
生
を
無
駄
に
費
す
ま
い
と
考
へ
る
の
が
当
然
で
、
こ
ゝ
に
至
つ
て

志
は
一
定
し
た
と
言
ひ
得
る
。
一
度
志
を
立
て
た
以
上
は
、
何
よ
り
も
先
づ
目
的
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を
定
め
、
一
刻
も
徒
費
せ
ず
、
確
実
な
道
を
歩
ん
で
そ
れ
に
ま
で
達
し
る
や
う
に

努
力
す
る
の
が
宜
し
い
。

　

志
は
如
何
な
る
場
合
に
立
つ
か
。
大
体
そ
れ
を
次
の
四
種
に
分
類
す
る
こ
と
が

出
来
る
。
先
づ
第
一
は
読
書
に
依
つ
て
古
来
の
人
物
の
経
歴
を
知
つ
て
自
分
も
そ

の
や
う
に
な
ら
う
と
思
ふ
こ
と
。
第
二
に
師
友
か
ら
直
接
、
間
接
に
種
々
の
こ
と

を
聞
い
た
結
果
発
憤
す
る
こ
と
、
第
三
に
は
自
己
が
何
等
か
の
理
由
で
非
常
な
逆

境
に
陥
つ
た
時
、
反
射
的
に
大
勇
猛
心
を
起
す
こ
と
、
そ
し
て
第
四
に
は
或
事
物

に
感
激
し
た
こ
と
が
原
因
と
な
つ
て
志
を
立
て
る
も
の
で
、
平
常
何
の
不
足
も
感

激
も
な
く
平
々
凡
々
に
暮
し
て
、
心
の
緊
張
を
失
つ
て
ゐ
る
や
う
な
時
に
は
志
の

立
つ
も
の
で
は
な
い
。

　

志
の
な
い
人
間
は
魂
の
な
い
虫
と
同
じ
で
、
何
時
ま
で
た
つ
て
も
発
展
す
る
こ

と
は
絶
無
で
あ
る
。
然
る
に
一
度
何
物
に
も
妨
害
さ
れ
な
い
ほ
ど
の
志
が
立
て
ば
、

そ
れ
以
後
は
日
夜
生
成
し
て
行
く
も
の
で
、
丁
度
芽
を
出
し
た
ば
か
り
の
草
に
栄

養
味
の
多
い
土
を
与
へ
る
の
と
同
じ
と
な
る
。
古
来
天
下
に
名
を
揚
げ
た
人
物
も
、

別
に
目
が
四
箇
あ
つ
た
の
で
も
な
け
れ
ば
、
口
を
二
つ
所
有
し
て
ゐ
た
の
で
も
な
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い
。
皆
そ
の
大
志
と
、
堅
固
な
意
志
と
に
依
つ
て
途
に
芳
名
を
天
下
後
世
に
垂
れ

た
の
で
あ
る
。
大
多
数
の
世
間
の
人
々
が
そ
れ
と
反
対
に
、
平
凡
な
一
生
を
終
る

の
は
、
こ
れ
も
矢
張
り
志
が
小
さ
く
、
意
志
が
弱
い
か
ら
だ
つ
た
。
我
々
は
こ
ゝ

に
於
て
志
の
大
小
が
、
そ
の
儘
人
間
の
大
小
を
決
定
す
る
最
大
の
要
素
で
あ
る
こ

と
を
知
る
。

　

又
志
を
立
て
た
者
は
、
一
定
の
目
的
か
ら
江
戸
を
旅
立
つ
て
行
く
者
に
譬
へ
る

こ
と
が
出
来
る
。
今
朝
城
下
を
立
て
ば
今
夜
は
越
前
の
今
荘
、
明
夜
は
近
江
の
木

の
本
と
い
ふ
や
う
に
、
日
毎
に
目
的
に
近
寄
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
更
に
聖
賢
、

豪
傑
の
地
位
は
日
本
全
国
に
対
す
る
江
戸
の
そ
れ
だ
と
言
ふ
こ
と
も
出
来
や
う
。

今
日
只
今
か
ら
聖
賢
、
豪
傑
を
志
し
た
者
が
、
明
日
、
明
後
日
と
順
次
に
そ
れ
に

合
し
な
い
性
質
を
少
し
づ
つ
去
つ
て
行
け
ば
、
如
何
程
最
初
は
才
智
の
欠
乏
し
た

者
で
も
、
遂
に
は
聖
賢
、
豪
傑
の
地
位
に
ま
で
達
し
得
る
道
理
で
は
な
い
か
。
丁

度
こ
れ
は
足
弱
な
者
で
も
、
江
戸
に
行
か
う
と
す
る
目
的
が
堅
け
れ
ば
、
何
時
か

は
到
著
し
得
る
の
と
同
様
で
あ
る
。

　

次
に
志
を
立
て
た
以
上
は
、
そ
の
目
的
を
達
し
な
け
れ
ば
意
味
を
な
さ
な
い
。
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目
的
を
達
す
る
に
は
一
途
に
そ
の
方
面
の
み
を
志
し
て
他
方
は
一
切
犠
牲
に
す
る

必
要
が
あ
る
。
自
分
の
心
を
一
途
に
向
け
な
け
れ
ば
、
戸
閉
り
の
な
い
家
に
も
似

て
、
盗
人
や
野
犬
な
ど
が
勝
手
に
入
り
込
み
、
迚
も
自
分
一
人
で
番
は
出
来
な
い

も
の
で
あ
る
。
又
家
の
番
人
に
は
他
の
人
々
を
当
て
る
こ
と
も
出
来
や
う
が
、
心

の
番
人
を
一
体
誰
が
引
受
け
る
で
あ
ら
う
か
。
結
局
自
分
の
心
を
一
筋
に
持
ち
、

自
身
で
十
分
に
監
視
す
る
以
外
は
な
い
。

　

目
的
に
沿
う
て
脇
目
も
ふ
ら
ず
一
心
に
進
む
の
は
、
特
に
少
年
に
は
困
難
と
さ

れ
て
ゐ
る
。
兎
角
少
年
の
間
は
人
々
の
行
ふ
こ
と
に
目
が
散
り
、
心
が
迷
ひ
易
い

も
の
で
、
人
が
詩
を
作
れ
ば
詩
、
文
章
を
作
れ
ば
自
分
も
そ
の
方
面
に
従
ひ
た
が

り
、
武
芸
と
て
も
友
人
に
懸
命
と
な
つ
て
鎗
を
練
習
す
る
者
が
あ
れ
ば
、
今
日
ま

で
習
つ
て
ゐ
た
太
刀
の
業
を
中
止
し
て
鎗
を
習
ひ
始
め
る
。
こ
れ
こ
そ
決
心
の
定

ま
ら
な
い
、
少
年
に
と
つ
て
第
一
の
病
根
だ
と
言
へ
る
。
故
に
自
分
の
知
識
が
僅

か
で
も
開
け
た
な
ら
ば
、
万
事
遺
漏
な
く
深
く
考
へ
、
自
分
の
将
来
の
方
針
を
決

定
し
、
そ
の
後
師
に
つ
い
た
り
友
人
に
計
つ
た
り
し
て
不
足
点
を
補
ひ
、
方
針
を

動
か
さ
な
い
や
う
に
し
て
多
岐
に
亙
る
こ
と
の
な
い
だ
け
の
用
意
と
、
覚
悟
と
を
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怠
つ
て
は
な
ら
な
い
。
凡
て
心
が
迷
ふ
の
は
幾
筋
に
も
分
か
れ
て
ゐ
る
証
拠
で
、

幾
筋
に
も
分
か
れ
る
こ
と
は
自
己
の
目
的
と
方
針
と
が
一
致
し
な
い
こ
と
に
外
な

ら
な
い
。
心
が
一
定
せ
ず
、
常
に
動
揺
し
て
昔
か
ら
聖
賢
と
な
り
、
豪
傑
と
な
つ

た
者
は
一
人
も
な
い
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。

　

志
を
立
て
る
動
機
に
関
し
て
は
前
述
し
た
四
箇
の
種
類
が
数
へ
上
げ
ら
れ
る
が
、

自
ら
そ
の
目
的
を
達
す
る
手
段
の
上
に
は
近
路
と
遠
廻
り
と
が
あ
る
。
自
分
が
そ

の
中
で
最
も
近
路
だ
と
思
ふ
の
は
、
聖
賢
の
書
物
又
は
種
々
の
歴
史
本
の
中
で
、
自

分
が
特
に
刺
激
を
受
け
た
部
分
を
別
紙
に
書
き
抜
い
て
壁
に
貼
つ
て
置
く
か
、
又

は
扇
面
な
ど
に
記
し
て
置
き
、
日
夜
、
朝
夕
そ
れ
を
眺
め
、
常
に
反
省
し
つ
ゝ
及

ば
な
い
点
に
つ
い
て
勉
め
、
進
歩
を
楽
し
む
の
が
宜
し
い
。
志
は
立
つ
て
も
、
学

問
に
忠
実
で
な
い
と
、
何
時
の
間
に
か
立
て
た
志
も
忘
れ
勝
ち
と
な
り
、
次
第
に

時
と
共
に
愚
鈍
と
な
り
、
道
徳
も
低
下
す
る
こ
と
が
あ
る
。
故
に
次
に
は
学
問
に

対
す
る
自
分
の
考
へ
を
述
べ
て
見
よ
う
。

　　

学
と
は
な
ら
ふ
と
読
み
、
凡
て
自
己
よ
り
も
優
れ
た
人
々
の
善
事
、
善
行
を
模
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倣
し
て
、
自
分
も
そ
の
地
位
に
ま
で
達
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
故
に
一
例
を
挙

ぐ
れ
ば
、
忠
義
、
孝
行
の
人
及
び
事
を
見
て
は
、
直
ち
に
そ
の
人
の
平
常
の
行
動
、

又
は
そ
の
事
な
ど
を
倣
ひ
、
自
分
も
必
ず
そ
の
人
に
負
け
な
い
程
の
忠
孝
の
武
士

に
な
ら
う
と
、
堅
く
志
す
の
が
学
問
の
第
一
義
で
あ
る
。
然
る
に
後
世
に
至
る
と
、

こ
の
学
の
意
味
を
全
然
誤
解
若
し
く
は
制
限
し
て
、
単
に
詩
文
を
創
作
し
、
読
書

す
る
こ
と
だ
け
を
学
の
全
体
と
考
へ
る
や
う
に
な
つ
て
来
た
。
学
の
本
質
か
ら
見

る
と
こ
れ
ほ
ど
妙
な
変
化
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

詩
文
の
創
作
や
読
書
は
本
来
学
問
の
一
方
法
に
過
ぎ
ぬ
。
云
は
ゞ
刀
の
柄
や
鞘
、

又
は
二
階
に
昇
る
階
段
と
等
し
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
学
問
の
本
質
と
考
へ
る

人
は
、
丁
度
柄
や
鞘
を
刀
と
考
へ
、
階
段
を
二
階
と
思
ふ
人
と
愚
か
さ
に
於
て
は

少
し
も
変
り
は
な
い
。
実
に
浅
薄
な
荒
削
り
な
思
想
で
は
な
い
か
。

　

学
問
の
方
針
と
し
て
は
忠
孝
の
筋
と
文
武
の
業
と
よ
り
以
外
に
何
も
あ
り
得
な

い
。
一
点
の
不
純
心
な
く
君
に
忠
、
親
に
孝
を
尽
し
て
文
武
二
道
を
励
み
、
泰
平

の
世
に
御
側
を
召
使
は
れ
た
際
に
は
、
君
の
御
過
失
を
矯
正
し
奉
る
、
御
徳
を
益
々

盛
ん
に
し
、
若
し
何
等
か
の
役
に
命
ぜ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
自
己
の
責
任
を
十
分
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に
尽
し
、
依
怙
贔
屓
な
く
、
賄
賂
な
ど
を
絶
対
に
受
け
ず
、
何
処
か
ら
見
て
も
非

難
点
が
少
し
も
な
く
、
そ
の
役
所
内
の
同
輩
の
尊
敬
の
中
心
と
な
る
こ
と
を
、
平

常
か
ら
心
掛
け
る
べ
き
だ
。
不
幸
に
し
て
乱
世
に
逢
つ
た
な
ら
ば
、
自
己
の
専
門

と
な
つ
た
方
面
か
ら
全
力
を
費
し
て
賊
を
亡
ぼ
し
、
国
家
を
平
穏
の
地
に
置
く
の

が
第
一
で
、
或
は
太
刀
、
鎗
の
功
名
、
組
打
の
手
柄
、
又
は
陣
中
に
在
つ
て
謀
略

を
出
し
て
敵
を
苦
し
め
、
更
に
兵
糧
係
及
び
手
道
具
係
と
な
つ
た
な
ら
ば
、
迅
速

に
事
を
整
理
し
、
味
方
に
飢
渇
の
思
ひ
を
さ
せ
ず
、
兵
力
の
減
じ
な
い
や
う
に
平

常
か
ら
練
習
し
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
今
述
べ
た
こ
と
を
行
ふ
に
も
、

或
程
度
の
予
備
知
識
が
根
本
と
な
る
。
古
今
の
様
子
を
残
ら
ず
知
り
、
如
何
に
急

激
の
変
化
に
出
逢
つ
て
も
、
断
然
処
置
に
迷
は
な
い
だ
け
の
決
心
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
予
備
知
識
を
満
た
す
為
め
に
、
常
に
学
問
を
専
務
と
し
、
自
己
の
心
胆
を
練

る
こ
と
が
第
一
の
要
件
で
あ
る
。

　

然
る
に
少
年
の
間
は
一
生
涯
の
目
的
が
決
定
し
て
ゐ
な
い
為
め
に
、
自
己
の
責

任
に
も
冷
淡
で
、
従
つ
て
万
事
に
忍
耐
が
欠
け
て
ゐ
る
。
今
本
を
読
ん
で
ゐ
た
と

思
へ
ば
二
三
日
で
止
め
、
直
ち
に
武
術
の
方
に
熱
中
す
る
と
言
つ
た
風
に
、
一
事



啓発録 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　橋本左内

を
根
気
よ
く
長
時
間
続
け
る
こ
と
は
困
難
な
の
で
あ
る
。
如
何
に
困
難
だ
と
言
つ

て
も
、
こ
の
習
慣
だ
け
は
守
り
た
い
も
の
で
、
勉
と
は
そ
れ
に
打
勝
つ
だ
け
の
忍

耐
力
の
養
成
を
意
味
す
る
。
何
事
で
も
長
時
間
の
努
力
の
結
果
で
な
け
れ
ば
、
効

果
が
見
え
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
し
て
学
問
の
本
質
が
物
の
理
を
究
明
し
、
人
と

し
て
の
道
を
明
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
以
上
、
短
時
間
で
仕
上
げ
よ
う
と
し
た
り
、

方
々
に
移
つ
た
り
し
て
は
、
真
の
道
が
発
見
出
来
ず
、
従
つ
て
実
際
的
の
効
果
を

見
得
な
く
な
る
。
更
に
世
間
に
は
凡
俗
が
多
い
の
で
、
少
し
ば
か
り
学
問
を
す
る

と
、
兎
角
慢
心
が
起
り
、
慎
重
な
態
度
を
失
ひ
富
貴
、
功
名
の
念
に
動
か
さ
れ
た

り
、
余
り
に
度
を
過
ご
し
た
得
意
に
な
る
人
々
も
見
か
け
る
が
、
そ
れ
を
矯
正
す

る
最
も
宜
し
い
手
段
は
良
友
の
感
化
以
外
に
は
な
い
。
こ
の
故
に
友
人
を
選
択
し

自
己
の
欠
点
を
補
ふ
こ
と
は
、
武
士
に
と
つ
て
特
に
大
切
だ
と
考
へ
る
。

　
交
友
と
は
自
分
が
平
素
接
し
て
ゐ
る
友
人
の
こ
と
で
、
択
ぶ
と
は
多
数
の
中
か
ら

少
数
に
注
意
し
て
そ
れ
を
引
出
す
意
味
で
あ
る
。
元
来
人
間
に
交
際
が
必
要
な
の

は
今
更
言
ふ
ま
で
も
な
い
の
で
、
同
門
、
同
郷
、
或
は
同
年
輩
の
人
々
が
、
自
分
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に
交
際
を
求
め
た
な
ら
ば
、
出
来
る
限
り
大
切
に
す
る
の
が
宜
し
い
。
但
し
友
人

の
中
に
も
損
友
と
益
友
と
が
あ
る
。
こ
ゝ
に
選
択
の
必
要
を
感
ず
る
の
だ
。
損
友

に
は
自
分
の
得
た
道
で
そ
の
欠
点
を
矯
正
し
て
や
る
の
が
正
し
く
、
益
友
に
は
自

分
か
ら
進
ん
で
交
り
を
厚
く
し
、
万
事
を
相
談
し
て
常
に
兄
事
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
自
分
は
世
の
中
に
益
友
ほ
ど
大
切
な
も
の
は
な
い
と
思
ふ
。
又
益
友
ほ
ど

得
る
の
に
困
難
な
も
の
な
い
。
故
に
一
人
で
も
そ
れ
を
持
つ
て
ゐ
た
ら
、
こ
の
上

も
な
く
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

友
と
交
際
す
る
に
も
一
定
の
心
得
が
あ
る
。
昔
の
人
は
飲
食
、
娯
楽
で
の
他
の

遊
び
事
の
上
の
交
際
は
不
可
で
あ
り
、
学
問
の
研
究
、
武
事
の
練
習
、
精
神
上
の

鍛
錬
か
ら
一
致
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
友
人
に
持
つ
な
と
言
つ
た
が
、
自
分
も
そ

れ
に
は
大
賛
成
で
あ
る
。
飲
食
及
び
遊
山
な
ど
の
友
人
関
係
は
、
平
常
こ
と
／
゛

＼
に
肩
を
並
べ
腕
を
組
ん
で
、「
貴
公
こ
そ
自
分
を
全
部
理
解
し
て
ゐ
る
」
な
ど
と

言
ひ
合
ふ
が
、
平
生
か
ら
自
分
の
徳
を
補
ふ
も
の
で
は
な
く
、
万
一
の
場
合
に
自

己
の
危
難
を
救
つ
て
く
れ
る
も
の
で
も
な
い
。
こ
の
種
の
人
々
に
対
し
て
は
特
に

自
己
を
警
戒
し
、
余
り
に
狎
れ
親
し
む
こ
と
な
く
、
自
分
の
道
が
少
し
で
も
曲
げ
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ら
れ
な
い
や
う
に
注
意
し
、
そ
の
上
で
相
手
を
正
道
に
導
き
、
武
道
な
り
学
問
な

り
に
懸
命
と
な
る
よ
う
感
化
す
る
の
が
真
の
友
情
と
い
ふ
も
の
で
あ
る
。
次
に
益

友
か
ら
受
け
る
印
象
は
確
か
に
損
友
か
ら
受
け
る
よ
り
も
悪
い
こ
と
が
あ
る
に
相

違
な
い
。
或
は
時
に
は
自
分
の
感
情
を
害
す
る
言
行
が
あ
ら
う
が
、
こ
れ
は
前
以

て
覚
悟
す
る
必
要
が
あ
る
。
益
友
の
益
は
全
く
そ
の
点
に
在
る
の
だ
。
聖
人
の
書

か
れ
た
も
の
に
「
士
に
争
友
あ
れ
ば
、
無
道
な
り
と
雖
も
、
令
名
を
失
は
ず
」
と

あ
る
。
こ
の
争
友
と
は
益
友
の
こ
と
だ
。
自
分
の
欠
点
を
遠
慮
な
く
告
げ
、
自
分

を
よ
り
正
し
い
道
に
導
い
て
こ
そ
、
自
分
で
知
ら
な
い
欠
点
に
も
気
付
き
、
矯
正

す
る
や
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
若
し
こ
の
種
の
益
友
の
異
見
を
嫌
つ
て
ゐ
た

の
で
あ
れ
ば
、
丁
度
諌
臣
を
疎
ま
れ
る
天
子
、
諸
侯
と
同
じ
く
、
結
局
は
悪
臣
の

為
め
に
禍
ひ
を
蒙
り
、
意
外
な
災
難
に
も
遭
ふ
の
で
あ
る
。

　

然
ら
ば
何
を
基
準
と
し
て
我
々
は
損
友
、
益
友
を
区
別
す
る
か
。
先
づ
益
友
と

は
如
何
な
る
性
質
を
持
つ
て
ゐ
る
か
の
問
題
か
ら
考
察
し
て
見
よ
う
。
益
友
の
性

質
は
次
の
五
類
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
。
第
一
は
態
度
が
公
明
正
大
で
勇
気
あ
る
人
、

第
二
は
温
良
篤
実
な
人
、
第
三
は
絶
大
な
元
気
が
あ
り
、
事
物
を
躊
躇
な
く
断
行
出
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来
る
人
、
第
四
は
非
常
に
頭
脳
が
優
れ
て
ゐ
て
平
常
の
様
子
が
朗
か
な
人
、
そ
し
て

第
五
は
清
濁
を
併
せ
て
呑
み
得
る
濶
達
な
人
で
あ
る
。
但
し
こ
の
第
五
の
場
合
の

清
濁
と
は
決
し
て
世
の
悪
人
ま
で
を
も
許
す
意
味
で
は
な
く
、
多
少
の
欠
点
が
目

立
つ
人
で
も
平
気
で
交
際
出
来
る
ほ
ど
感
化
力
の
強
い
人
の
こ
と
だ
。
こ
れ
ら
の

大
部
分
は
何
れ
も
平
常
か
ら
の
態
度
、
一
拳
一
動
を
慎
む
の
で
、
世
の
俗
人
ど
も

か
ら
は
余
り
歓
迎
さ
れ
な
い
一
般
性
を
有
し
て
ゐ
る
。
又
損
友
の
通
有
性
は
一
定

し
た
節
操
が
な
く
、
権
力
者
に
は
御
世
辞
を
言
つ
て
気
に
入
ら
れ
よ
う
と
し
、
平

生
の
態
度
が
全
然
軽
率
そ
の
も
の
で
あ
る
。
慎
重
な
態
度
を
採
ら
な
い
か
ら
人
々

と
何
事
で
も
話
を
合
は
せ
る
。
話
を
合
は
せ
る
か
ら
、
一
方
に
於
て
は
実
に
識
見

の
あ
る
や
う
に
過
大
視
さ
れ
、
他
方
で
は
婦
女
子
、
小
人
な
ど
は
そ
の
本
質
を
知

ら
ず
、
表
面
に
顕
は
れ
た
も
の
を
中
心
と
し
て
盛
ん
に
賞
讃
す
る
が
、
将
来
聖
賢
、

豪
傑
を
志
し
た
者
は
、
こ
の
種
の
本
質
を
看
破
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　　

以
上
の
五
筒
条
は
入
門
の
少
年
に
と
つ
て
最
も
必
要
だ
と
思
ひ
、
条
書
き
と
説

明
と
を
加
へ
た
も
の
で
あ
る
。
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自
分
は
厳
父
の
教
に
従
つ
て
常
に
書
史
に
接
し
て
ゐ
る
が
、
性
来
余
り
に
一
本

気
で
怠
慢
な
為
め
か
、
少
し
も
進
歩
し
な
い
や
う
に
思
は
れ
て
仕
方
が
な
か
つ
た
。

「
何
故
こ
れ
ほ
ど
懸
命
と
な
つ
て
も
進
歩
し
な
い
の
か
」
と
考
へ
る
と
、
種
々
そ
れ

に
連
関
し
た
悲
観
説
の
み
が
頭
に
浮
び
、
夜
に
な
つ
て
床
に
入
つ
て
も
寝
ら
れ
な

い
時
が
多
い
。「
こ
れ
で
は
な
ら
な
い
。
こ
ん
な
こ
と
で
は
駄
目
だ
。
何
と
か
し
て

天
晴
れ
な
名
誉
を
立
て
て
父
母
の
名
を
顕
は
し
、
将
来
は
君
の
御
用
に
も
立
ち
、

祖
先
の
功
に
報
じ
た
い
も
の
だ
」
と
常
に
考
へ
、
枕
に
落
ち
る
涙
に
ぬ
れ
つ
ゝ
固

く
誓
つ
て
ゐ
た
も
の
だ
が
、
次
第
に
そ
の
効
が
顕
は
れ
て
来
た
や
う
に
も
思
は
れ

る
節
が
あ
る
の
で
、
後
日
の
遺
忘
の
為
め
に
以
上
の
心
得
書
を
草
し
た
の
で
あ
る
。

勿
論
、
当
時
人
々
に
示
さ
う
な
ど
と
は
思
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
。

　

顧
み
る
に
自
分
の
家
は
代
々
医
を
専
門
と
し
て
ゐ
る
。
若
し
自
分
が
こ
の
方
面

に
専
心
に
従
事
し
た
な
ら
ば
、
最
初
か
ら
の
目
的
を
達
す
る
機
会
は
な
い
で
あ
ら

う
。
こ
の
点
が
自
分
に
と
つ
て
最
大
の
苦
悩
で
あ
つ
た
の
だ
。
然
し
た
と
ひ
医
を

業
と
し
て
ゐ
て
も
、
目
的
さ
へ
変
化
し
な
け
れ
ば
決
し
て
誰
に
も
恥
ぢ
る
要
は
な
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い
。
自
分
は
自
分
の
苦
悩
を
か
う
し
て
解
決
し
た
積
り
で
ゐ
る
が
、
果
し
て
妥
当

で
あ
る
か
否
か
は
言
表
の
限
り
で
は
な
い
。
若
し
後
世
の
人
々
が
自
分
の
心
の
悩

み
を
理
解
し
て
呉
れ
た
な
ら
ば
、
自
己
の
進
ん
だ
方
面
に
対
し
て
同
情
を
持
つ
て

く
れ
る
で
あ
ら
う
と
信
じ
る
。
か
う
思
ふ
の
は
余
り
に
僭
越
だ
ら
う
か
。

　

嘉
永
二
年
戊
申
季
夏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
左
内
誌
す

　　

こ
の
啓
発
録
は
約
十
年
以
前
に
自
分
が
手
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
浅
薄

だ
と
評
し
得
る
が
、
当
時
、
時
代
へ
の
反
抗
性
及
び
自
分
の
気
概
は
寧
ろ
今
日
以

上
の
も
の
が
あ
つ
た
と
言
は
ざ
る
を
得
な
い
。
長
年
間
本
箱
の
片
隅
に
置
か
れ
て

顧
み
な
か
つ
た
が
、
偶
然
に
最
近
そ
れ
を
取
出
す
機
会
を
得
た
の
で
一
本
を
浄
書

し
愛
友
の
子
秉
及
び
弟
持
卿
に
示
し
て
、
自
分
の
過
去
に
於
け
る
気
持
を
明
か
に

し
て
参
考
に
さ
せ
た
の
だ
つ
た
。
自
分
の
十
年
前
は
こ
の
中
に
明
瞭
に
現
は
れ
て

ゐ
る
。
十
年
後
の
今
日
は
君
等
の
御
承
知
の
通
り
な
境
遇
で
あ
る
。
今
後
十
年
を

経
た
後
に
、
一
体
自
分
の
心
境
及
び
境
遇
は
如
何
に
な
つ
て
ゐ
や
う
か
。
そ
の
時
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更
に
こ
れ
を
読
み
返
し
て
、
赤
面
せ
ず
に
済
む
な
ら
ば
幸
福
で
あ
る
。

　

安
政
四
年
丁
巳
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
四
歳
の
景
岳
記
す

　　
〔
註
〕

郤
歩　

あ
と
ず
さ
り
。

青
史　

歴
史
、
古
へ
の
未
だ
紙
が
発
明
さ
れ
な
い
以
前
は
、
竹
の
青
皮
を
火
で
あ

ぶ
つ
て
膏
を
ぬ
き
、
万
事
を
記
し
た
か
ら
青
と
言
つ
た
の
だ
。

酔
生
夢
死　

一
生
涯
何
等
の
事
業
を
も
為
さ
な
い
で
終
る
こ
と
。

●
（
キ
ヘ
ン
＋
「
覇
」）
鞘　

刀
の
柄
と
鞘
。

浅
鹵　

考
察
の
浅
薄
な
こ
と
。

粗
麁　

粗
末
。

小
荷
駄　

馬
に
負
は
せ
る
荷
物
、
軍
隊
の
兵
糧
及
び
雑
具
。

規
箴　

い
ま
し
め
。
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涕
泗　

涙
。

刀
圭
の
家　

医
家
。

嘉
永
戊
申　

嘉
永
二
年
。

憤
●
（
リ
ッ
シ
ン
ベ
ン
＋
「
兆
」）　

心
で
怒
る
こ
と
。

赧
然　

紅
く
な
る
形
容
。

丁
巳　

安
政
四
年
。
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